
お茶の水女子大学附属学校園での実践を基にした  

実践事例報告 
 

1．実践した学校園・授業者：岡山大学教育学部附属中学校・大西修司  

 

2．学年・教科等・単元等：中学校第２学年・数学科・「データの活用」  

 

3．基にした実践の学校園：お茶の水女子大学附属中学校  

 

4．基にした実践：「箱ひげ図」  

教材論文データベース「生徒会ルールをよりよくしよう！」  

岡山県授業レシピ勉強会〜「使いこなす」を重視した「D データの活

用」領域の授業づくり〜（2022 年 12 月 28 日）藤原大樹先生の講

演発表  

 

5．実践の概要  

授業は令和５年３月２日（木）に実施した。ねらいは、箱ひげ図の必要性

を理解することと、データの分布の傾向を比較して批判的に考察することで

ある。基にした実践からアレンジしたことは、１点目は SGRAPA でつくっ

た図やグラフを Google スライドに貼り付け、考察し、結論を出したこと。

２点目はスライドを共有し、他者の考察と結論を読み、コメント機能を使っ

てコメントを入れたことである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．実践してみた感想など  

Google スライドにまとめる活動を入れることにより、新聞記者がどのよ

うに伝えようとしたか考える姿が見られた。箱ひげ図だけで考察する生徒も

いれば、ヒストグラムなどを併用する生徒もおり、面白い活動になった。た

だ、批判的に考察できていなかったため、図やグラフの細かな読み取り方や

「本当にこれでいい？」という考察の視点を学んでいく必要があると感じた。 

 

 

 

 


